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研究成果の概要（和文）：子育て支援施設を利用する未就学児をもつ親（約1300名）を対象として，配偶者以外で育児
を助けてくれる人とどのような関係を築いているか，関係構築がどのように親子関係に影響を及ぼすかプロセスを検討
した。配偶者以外で育児を最も手助けしてくれる人が，親族の場合は，その関係が良好であるほど，友人と育児に関す
るコミュニケーションが多くなり，子育て支援施設で気軽に相談したり助けてくれる人との関係も良好で，親子関係が
円滑化するというプロセスが検証された．一方配偶者以外で育児を助ける人が非親族か該当者がいない場合、子育て支
援施設で気軽に相談したり助けてくれる人との関係を築き、親子関係を支える必要が示唆された。 

研究成果の概要（英文）：The data were collected at local childcare support centers in Japan (35 in the 
Kanto area and 16 in the Kansai area). The parents with preschoolers who used to use the centerｓ were 
asked to answer a questionnaire from November to December in 2013. About a thousand and three hundered 
parents' respondents were analyzed.It is clarified that the case of relatives group indicates the higher 
the commitment to the person who helps parents most effectively increases frequency of communication 
about childcare with their friends and promote their commitment to the person who helps parents in the 
childcare support center, and improve commitment to their children. It is different from the case that 
the person who help parents most is one of non-relatives. It is the reason that the parents have the more 
living distance from their own parents indicated the more difficult feelings with the relationships among 
people who help them and their children.
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１．研究開始当初の背景 
（１）IT社会の到来，長引く経済不況，価値
観の多様化などの影響を受け，子育て期の親
の状況は，出産に伴う体の変化，新しい家族
メンバーを迎えるための準備，慣れない養育
が軌道に乗るまでの葛藤や不安など，負担感
を抱きやすいことが明らかにされていた．加
えて自分の親が近くに居住していない，就業
中などの理由で親族による支援を受けらず，
孤立するケースもみられた．これまでの育児
研究は，夫婦に注目することが多かったが，
牟田(2009)によれば，夫婦を家族の核とみな
すことが，外部に対する排他性を強め，夫婦
が子育ての責任を一手に担うような閉塞状
況を招き，かえって家族の孤立を高めたとい
う指摘がなされていた． 
（２）子育て期は，過重負担のライフステー
ジにあると考えられ，家庭への経済的支援，
ワーク・ライフ・バランスの推進，父親の育
児参加の促進など，家族をターゲットとした
政策や提言が活発になされた．一方地域子育
て支援拠点事業における支援者による援助，
保育に欠ける乳幼児に対する保育者による
保育，放課後児童クラブなど，専門家も含め，
近所の人，友人など非親族が育児支援にかか
わるような土壌が醸成されてもいる．子育て
中の親は孤立しやすく，子育て広場・つどい
の広場などの地域子育て支援拠点事業を利
用し，スタッフの心理的サポートを入り口と
して人間関係を広げていく機会を得ている
(加藤・飯長，2006）と予想される．日本全
国で 6000 ヶ所以上の子育て支援拠点が整備
され，地域の人々と関わりながら，他児やそ
の親，高齢者などから育児支援を受けている
実態もあるだろう． 
（３）一方で子育て期の親と支援者との関係
については，支援者の支援年数が長くなるほ
ど、いまどきの親子に問題を感じることが示
され（土谷ほか, 2002），子育て期の親との間
に葛藤が生じる事例も報告されていた（井
上,2011）． 
未就学児をもつ親は，社会的育児の広がり
につれて，血縁関係にない人々との間にも関
係を形成するなど，複雑な人間関係の中で親
として機能するようになると考えられる．し
たがって配偶者以外の人々に支えられて，親
子関係を築くようになる可能性も考えられ
る．本研究によって，子育てをめぐる異世代
間をつなぐ仕組みづくりについて検討し，家
庭と地域の連携の方策の提示につなげるこ
とは現代的意義があると考えられた． 
２．研究の目的 
未就学児をもつ親が配偶者以外の親族・非
親族との関係を築き，さらに子どもとの関係
を維持する要因，そのプロセスについて，あ
らたなモデルを提示することで明らかにす
る．次に親の育児を支援する配偶者以外の親
族・非親族との関係性について，肯定的側面
と葛藤的側面の二側面から捉え，子育て期の
親が，育児支援者との間に信頼関係を築きつ

つ，子どもとの関係を維持する要因を明らか
にすることを目的とする． 
３．研究の方法 
（１）世代間関係を捉える概念を析出するた
めに，世代間関係に関する実地調査，聴き取
り調査を経て，「関係性を捉える概念」を析
出し，妥当性について検討する．（２）配偶
者以外の育児支援者との関係を築くことが
親子関係を促進することにつながる仮説を
検討し，親子関係を促すプロセスモデルを提
示する，（３）調査項目の作成，（４）関東・
関西の子育て支援施設の利用者調査実施（調
査協力者：未就学児の母親 1148 名，父親 48
名），⑤データの分析，結果から考察する． 
４．研究成果 
（１）育児支援者との関係性について，肯定
的感情を示す『コミットメント概念（加
藤,2007; 2009a;b;c;）』と葛藤を示す『関係に
よる制約感（Strom& Strom，1993）』概念
を中心に捉えられることを明らかにした． 
（２）施設利用者の母親 1242 名，父親 48 名
が『配偶者以外で最も育児を援助してくれる
人』の続き柄は，親族（自分・配偶者の親，
きょうだい）がいずれも 80％を超え，非親族
（友人，専門家，近所の人など）は 20％未満
を示し，親族に頼る親が多いことがわかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．子育て支援施設利用の母親(外円)と父親(内
円)が選択した「最も育児を援助してくれる人」(%) 
 
（３）配偶者以外で最も育児を援助してくれ
る人が親族の場合は，『関係による制約感』
が非親族の場合よりも高くなり，非親族の場
合は子どもへの『コミットメント』が親族の
場合よりも低くなることが明らかになった． 
（４）未就学児の親は自らの親にあたる異世
代に支えられている一方で，子育てに奮闘す
る当事者である同世代を，ひろばで出会った
気軽に相談できる支援者として挙げていた． 
（５）気軽に相談できる「ひろば支援者」に
対して高いコミットメントを示し，関係を構
築していた． 
（６）仮説的プロセスモデル（図 2）に最も
手助けしてくれる人が親族とした母親のデ
ータ(N=870)を投入したところ，最も育児を



手助けしてくれる人への『コミットメント』
が高いほど，子育てに関するコミュニケーシ
ョン頻度が高まり，その結果「ひろば支援者」
への『コミットメント』，子どもへの『コミ
ットメント』も高まるプロセスモデルが支持
された． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図 2．最も手助けしてくれる人が親族とした母親
のプロセスモデルの検討（赤線は有意なパス） 
（７）仮説的プロセスモデル（図３）に最も
手助けしてくれる人が非親族とした母親の
データ(N=180)を投入したところ，モデルの
有効性が確認され，最も育児を手助けしてく
れる人への『コミットメント』が高いほど，
子どもへのコミットメントが高まること，
「ひろば支援者」への『コミットメント』が
高まることは支持されたが，ひろば支援者へ
のコミットメントの高さが子どもへの『コミ
ットメント』を高めるというパスは有意では
なかった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 3．最も手助けしてくれる人が非親族とした母
親のプロセスモデルの検討（赤線は有意なパス） 
 
（８）配偶者以外に手助けしてくれる人がい
ない利用者に対しては，子育て支援施設で実
施する活動の中で，家族外の多様な世代同士
の関係を構築することが必要であると示唆

された． 
以上より，関係への肯定的感情を示す『コ
ミットメント』概念を用いた仮説的プロセス
モデルは，ほぼ支持されることが確かめられ
た． 
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